


大阪 西成区で住宅火災 女性１人死亡 
06月09日NHK-NEWSWEB 
９日午前６時半頃、大阪・西成区の木造２階建ての集合住宅で、「家が燃えて黒煙が出ている」
と近くに住む人から消防に通報がありました。 

消防車など２９台が出て消火活動にあたり、火はおよそ１時間半後にほぼ消し止められましたが、
集合住宅がほぼ全焼したということです。 

警察によりますと、この住宅の２階から、逃げ遅れたとみられる女性１人が見つかり、病院に搬
送されましたが、全身にやけどを負うなどしていてその後、死亡が確認されたということです。 

火事のあと、この集合住宅の１室に住んでいるとみられる４０代の女性と連絡が取れておらず、
警察が身元の確認を進めるとともに火事の詳しい原因を調べています。 
現場は、大阪メトロ「動物園前駅」近くの住宅などが密集する地域です。 

昨日早朝、「飛田商店街」「スーパー玉出」近所の老朽木造アパートから出火消防車
が30台も出動して大騒ぎの事態となりました。 

昔から、都市の改造・再開発の進展が始まると、不審火火災が不思議と起きてくるみ
たいなことがあったきがします。ここ数年中国系「カラオケ居酒屋」が乱立するように
なって、古くからの住宅が買い占められて改造工事がめだつようになっているので、
なんとなく、「起きても当然」のようにかんじられます。「無秩序な再開発」が進んでいく
中で、出来上がっていく乱雑な街並みが「新しい町」を作り上げていくようです。 


